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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第7回院内研修
日時：12/14(木)、12/15(金)　17：30～18：30　　　　場所：メモリアルホール
テーマ：事故発生時の報告と記録について考える　　　講師：藤原　香織JGM
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修
日時：12/13（水）17：15～　　場所：メンタルケア病棟3階　会議室前
テーマ：「救急対応」　　　講師：東　SGM
対象：全スタッフ

※当日の出欠予定の入力は各自で行うこと。まだ1回も出席していないスタッフは、年度内に1回は出席すること。

看護課共有→病棟事業・プログラム→教育研修→H29年度→出席表
・八戸赤十字病院認定看護師の会　オープンセミナー

　日時：1/20（土）　13:30～15:00　　　　場所：八戸赤十字病院　2階　日赤ホール

　テーマ:認知症のせん妄対応について　　　
　定員：30名程度　　　　参加費：無料

※参加申し込みは佐々木AOMまで（1/12（金）が日赤病院の締め切り）

・インフルエンザの予防接種予定日について

日時：12/11（月）・19（火）15：00～16：00　　　場所：4階ユーティリティホール

予防接種は予約制となっているが、ワクチンが不足しているので、特段の理由がない場合には12/19に行うことになる。
・法人忘年会について

　日時：12/25（月）　18：30～21：00　　場所：八戸プラザホテル　本館

　余興→エントリー受け付けは12/15（金）17：00までに、エントリーシートを提出すること。提出先：精神領域　金子真子さん
・浜辺信明様の医療観察法によるケア会議開催について

　日時：12/20（水）15：00～16：00　　場所：病院2階　会議室

・第6回院内研修出欠結果が掲示されているので、各自確認し、間違いがある場合には12/12（火）までに小嶋SGMに申し出ること。

・インフルエンザ予防対策として、利用者様から発熱、関節痛などインフルエンザが疑われるような欠席の連絡があった際には、いつから熱が出たか、また受診後には連絡をもらうようにし、インフルエンザにかかっていないか確認していく。もし、インフルエンザを発症していた場合には、他に感染者が居ないか確認して、感染の拡大を防止していく。また、アルコールでの拭き掃除、手指消毒、加湿など行っていく。

・青南病院前の国道104号地中化に伴う電柱移設・高圧線移設工事予定について
　作業日程は以下の通り
12/11（月）9：00～17：00　　　　　12/12（火）9：00～17：00
　12/13（水）3：30～12：00　　　　　12/13（水）22：00～翌14（木）12：00頃まで
　※車両出入りなどで支障等る場合には、近くの現場作業員に声をかけると速やかに対応

するとのこと。
＜提出物＞
・1月プログラムテキスト～12/18（月）17：00までに提出。小嶋SGMが12/19（火）～12/24（日）不在で、決裁が12/25（月）となるため、上記期限とする。

・疾患別診療計画書～1/1付けで作成し、本人のサインをもらい、1/9（火）までにアップロードすること。

　※今回は医師の評価は必要ない。ただし、新規利用者で週4～5回利用しており、一度も医師の評価をもらっていない場合には医師の評価も必要となる。

対象者：上川原豊様、竹洞聡様

※作成する際に、担当スタッフ名を間違えないこと、既往歴を合併症に修正して記載すること、内容について症状・病識・服薬状況・病状の安定性など治療に関することは必ず記載すること。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～12/6定期訪問実施。日が短くなって寂しいと話している。おばや兄弟に電話をかけても長話も出来ないとのこと。
・森田　清助　様～12/4に電話している。配食サービスの利用については、朝食の希望もあり、業者を紹介したが、結果として夕食のみ、月曜日～土曜日利用することで契約済ませている。また腰痛については、整形外科を変えてから毎日通院し、血流を良くする注射と痛み止めの注射をしているとのことで、痛みは少しずつよくなってきていると話している。
・福井　彩　　様～12/5（火）八戸赤十字病院精神科受診後来所している。就寝前薬のｴﾋﾞﾘﾌｧｲ3mgは変更なしで、次回は1/10（水）。市役所の保健師より、1月4～5週目に訪問すると電話連絡があったとのこと。12/14（木）八戸赤十字病院婦人科、12/22（金）八戸赤十字病院神経内科受診予定。12/9（土）来所。就寝前薬を夕食後に服用したら、具合が悪くなったと話している。田面木に中古住宅を購入する話をしていたが、止めて田面木にアパートを探すことにしたと話している。
・東海林　紀子様～12/7（木）来所し、体重が大台を超えたと話しており、60kgを超えた様子で、その影響か膝の痛みを訴えている。夫様にも体重を減らすように言われたとのこと。来所中、眠いと話しいびきをかいて寝ている。12/10（日）定期訪問実施。昨夜22時～7：30寝ていたと話している。仕事休みの前の日は夜更かしになるとのこと。仕事ではミサンガ作りから本のクリーニングや登録などをする方に変わったと話している。年末年始の休みは12/30（土）～1/2（火）で、1/1（月）～1/2（火）に実家に行ってくるとのこと。
・東海林　康之様～12/10（日）定期訪問実施。12/4（月）から1週間位気分高揚感があり、多弁、表情が険しいことがあったとのこと。12/6（水）に診察あり、次回は12/20（水）で、主治医が伊藤Dr．から深澤Dr．へ変更になるとのこと。服薬は忘れずに飲んでいると話している。12/27（水）から1週間名古屋にいる息子さんが来るとのこと。また、妻様の実家にも行く予定もあり、1/3（水）から仕事と話している。飲酒は休みの前の日にビールを3本飲んでいるとのこと。

・高山　英佐　様～12/6（水）定期訪問実施。訪問時、母様も同席されている。本人より膝を悪くして水が溜まったので、週3回整形外科を受診して水を抜いたりしている。医師より仕事を控えるように言われたが、仕事には行っている。膝のことは親方には話したが、仕事内容は特に変わりなく、膝の痛みがある。車が戻ってきたので、母親からは事故を起こさないようにと言われたとのこと。

・若松　邦生　様～12/5～12/15ではちのへ東奥朝日ソリューションに職場体験に行っている。期間中に5回行く予定だが、仕事内容が論理的作業なので、難しいと話している。一緒に体験利用している人がもう一人いて、その人は何でも出来ていて、すごく気になり行きたくないと話している。

　　　　　　　　　⇒デイケアにも体験利用終了後来所し、同様の話をしている。初めてする作業であり、周囲を気にし過ぎないように伝えている。

・我満　奈津紀様～12/9（土）定期訪問実施。12/23（土）がバイト先の忘年会だと話している。「眠気は無くなった。薬に慣れたと思う」と話している。忘薬はないとのこと。咳き込んで苦しいことあり、内科受診し、咳止め薬が処方され、服用したところ咳は落ち着いたと話している。市営住宅の襖の張替えは終了したが、料金が3万円かかり、手持ち金では足りず、職場からお金を借りて支払った。1/11（木）、八う赤十字病院総合検査を受ける予定。体重は63㎏→60㎏。12/20（水）は子宮体がん、子宮頸がんの検査結果を聞きに行ってくると話している。

・我満　望　　様～12/9（土）定期訪問実施。睡眠時間は8時間程だが、熟睡感がないと話している。12/11（月）から就労継続支援A型「プラーナ八戸」の体験利用開始となっている。家では、毎日食事作りをしたり、日中散歩に出かけたりしている。

・田中　一　　様～12/9（土）来所。体調は良いとのことだが、昨日の夕方2時間眠ってしまい、夜眠れなかったと話している。

・野月　利章　様～青陽館より情報提供行う。12/4（月）に本人から連絡があった際、金曜日に来所すると話していたが、12/8（金）定時に来所することなく、連絡もないため本人の携帯へ連絡している。電話は呼び出し音は鳴るが応答はない。1時間後に折り返しの電話があり、月曜日に話していた内容を伝えると「あぁそうだったっけ」「今出掛けてて、帰ってきたとこだった」と、笑いながら話している。来週は来所出来そうかを尋ねると「頑張ってみるけど、風邪とか引いてなければ来れるかも」と、穏やかな口調で答えている。本日も来所しておらず、欠席の電話もない状態。今後も欠席時には電話連絡をするよう促していく。

・前野　義勝　様～青陽館より情報提供行う。腰痛のためナイトケアをしばらく欠席している。12/8（金）も来所しておらず、欠席の連絡もないため、電話連絡を実施。腰痛が継続しており、これから連絡するところだったと話している。来所できる日には来所し、できない際には自ら電話連絡をするよう伝えている。

＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路　智恵子様～12/9（土）に世話人と金銭管理を行っている。食事と掃除がうまくできていないため、世話人が介入していく。

・古舘　ヨリ　様～12/7（木）眼科受診しており、目の状態は変わりないとのことだが、レーザー手術は必要とのことで、いつやるのかを今後決めていく予定。12/8（金）整形外科受診しており、骨はほとんどくっついているので、いつ終了としてもよいと説明されるが、痛みがまだあるとのことで、鎮痛剤と湿布が処方されている。

・番沢　政勝　様～12/8（金）歯科受診に世話人同行し、今後の治療予定など確認している。次回は12/18（月）の予定。

・若松　邦生　様～12/5（火）より5回の予定で体験利用開始となっている。もう一人体験利用者がいて、その人は仕事が早くて、自分は遅いので落ち込んでいると話している。

・村上　元道　様～12/25（月）に就労継続支援A型「レッドコンパス」の面接予定となっている。12/13（水）に履歴書の内容について指導を行う予定。ここ2～3日世話人を避けている様子あり、よそよそしい感じで、隠し事でもあるかのような様子。下妻様他1名でカラオケに行ってきている。
　　　　　　　　　⇒ナイトケア利用時には、スタッフを相手に面接の練習をしている。準備した原稿の通りに話せないと話している。練習を重ねることで、慣れて、落ち着いて受け答えが出来るようにようになれ

・藤村　翔　　様～最近は幻聴に左右された言動が見られている。幻聴の内容が「殺す」などの物騒なものだったり、家族に関する内容となっていることや、ラジオを消すようにと聴こえてきた」ためラジオを消して寝るまでの時間をすごしていたことがあったとのこと。表情が良くなく、ぶっきらぼうな態度をとることもある。最近の様子について主治医に情報提供している。
・関　秀治　　様～12/8に外来受診した際、15日分処方してもらっている。診察後に、薬を受け取るのに時間がかかり、仕事に遅れそうになったりするため、デイケア利用者のように、薬を青陽館に届けてもらえないかと話していたとのこと。
⇒青陽館の方でも対応可能か薬局などとも相談してみることとしている。
・大下　伸治　様～12/9（土）金銭管理を行っている。あんこをつかったおかしや栄養ドリンクを購入し、おやつに摂っている。年末年始は3～4日実家に外泊しようかと話している。
・下妻　康貴　様～仲の良い女性の調子が悪く、「最低」と言われて落ち込んでいると話している。自分からは連絡せず、相手から連絡が来たら、青明舎やカウンセリングを受けている小嶋さんに相談するように話してみるよう助言している。
⇒ナイトケア利用時、同様の相談をし、助言を受けている。
・田名部　浩平様～12/9（土）～12/10（日）外泊している。旅行してきて楽しかったと話している。

＜利用者様情報＞

デイケア

・竹洞　総子　様～本日より正式利用を開始している。担当スタッフよりデイケアでの目標について尋ねると「生活サイクルを整えていきたいです」と答えており、理由について夫様が入院した際に、家の中で横になっていることが多かった為、日中の生活内容を改善したいと答えている。また、現在夫様の年金と義父様からの援助で生活しており、金銭面が苦しい為、就労継続支援B型の利用、その後可能であれば一般就労を考えているとのこと。上記理由により『生活サイクルを整える』『就労に向けて準備する』この二つを目標としてデイケアを利用することとしている。就労を希望しているとのことで、就労支援グループのプログラム参加を勧めるが「いえ、いいです」と答え、再発予防グループのプログラムへの参加を希望している。デイケアでは、夫様の傍で過ごしていることが多く、自分から活動しようとすることはないが、促されることでプログラムに参加している。
・上川原　豊　様～服薬チェックすると、12/10（日）の就寝前薬の空包がなく「忘れてきちゃったな」と話している。忘薬はしていないと話しており、明日空包を持ってくるよう伝えると了承している。デイケアでは、プログラム以外の時間ぼんやりとしている様子が目立っているが、プログラムが始まると時間終了まで体を動かして参加している。
・赤松　翔太　様～本人より欠席の連絡がない為、電話連絡を実施している。本人が出て、「最近妹に子供が産まれて、妹の手伝いや子供の相手してて、今月行くのは難しいです」とのことで、12月中の欠席を希望している。最近の体調や生活状況については、体調を崩すことなく過ごせているとのことで、問題は特にないとのこと。数か月間デイケアに来れていないことを振り返り、今後の利用について本人の気持ちを聞くと「まだなんとも、わからないですね」と話している。自身の今後についてしっかり考えつつ、デイケア利用について相談しながら検討していくこととしている。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、長姉様へ電話することがあるも短い会話で終わっており、外出要求なく過ごしていたとのこと。治験の負担金に関する話をしており、治験の負担金でなくても買い物に行けることを伝えると笑顔見られていたとのこと。本日は、普段とは違い化粧をして来所している。飲水量多く、プログラム中もコップを持ち歩くことやトイレにコップを持って行くことがあり介入要している。10：35頃より、表情硬くプログラムを途中退席している。「具合悪いから休ませてもらいます」と話しジャンパーを着てくる。「街に行きたい」「アパートで一人暮らししたい」と外出要求を頻回に話している。上記内容を青風荘へ情報提供し、今後も病状観察し所在確認を徹底していく。
・倉石　ヨシエ様～来所時より右肩の痛みを訴えている。理由については、「神様が意地悪した」「今朝、ベッドから落ちた」と話している。プログラムに参加することなく、テーブルに伏せていることが多く見られているが、話しを傾聴することで時折笑顔見られている。上記内容を青風荘に情報提供し様子を観察していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、週末は気分の高揚さ見られており、放歌、多弁さ、他者への干渉が目立っていたとのこと。本日は、来所時より声高さが見られており、他者への暴言や放歌が見られている。スタッフの介入にも落ち着くことはなく、攻撃的になっている。特定利用者（津嶋イチ子様）と会話をしているが、急に立ち上がり「うるさいんだよね、あんたは」と話し、言い合いになることがあり介入している。プログラム中にトイレに籠ることや、勢いよくドアを閉める、放歌、横目でスタッフや他メンバーを睨むことが見られている。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も他者トラブルに注意し適宜介入していく。
ナイトケア
・前野　義勝　様～12/8（金）連絡なく欠席している為、本人へ電話連絡を実施している。腰痛が継続しているため休みたいと希望しており、電話をしようと思っていたとのこと。腰痛については、整形外科を受診しており、医師には無理はしないようにと言われていると話している。腰痛はあるが仕事や買い物はできているとのことで、最近来所できていない状況を振り返り、ナイトケアの必要性を説明。来所できる日には来所し、できない際には自身で電話連絡をするよう促すと「そうします」と話している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（藤村　翔　様）　

実施日：H29年12月11日（月）13：30～14：00

担当：馬場

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	藤村　翔　様
	性別
	男
	年齢
	34
	生年月日
	S58.3.23

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	自宅生活

	家族希望
	グループホームでの生活と病状の安定

	入院歴
	計　1回（最終：H14年9月～H21年9月27日）岩手県立一戸病院

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H22年1月4日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護(毎週金曜日)、外来受診(水曜日)、青明舎

	住居：グループホームあおみ

　　　H27.10.1～入居
	家族構成

祖母・父・母・弟

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　2級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援（上限額：10,000円）



	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。
　病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	②生活において気になったことは自分から相談する。本人の発言に対し状況を確認し、気になったことに対処できるよう方法を考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	・幻聴はあり、突然、幻聴の内容について自分からスタッフへ話してくることもある。幻聴の発生する状況について尋ねると、特定の場所起きるものではなく、どこにいても起きると話している。年に何度か症状が悪化し、大声で独語していることあるが、スタッフ介入により落ち着いている。上記兆候は長期化することはない。

・服薬管理は出来ており、忘薬はない｡

・不調時にはスタッフに相談して欲しいことを伝えると理解しているが、自ら話してくる事はなく、スタッフから話しかけると話す事が多い。
	今後も目標と計画は継続。自分から不調を話す事が少ないため、スタッフから声を掛けていき、不調の有無を確認していく必要がある。現在自身での対処が難しく、スタッフが傾聴する事で落ち着くことが出来ており、悪化した際にはスタッフと振り返りを行い、一緒に対策を考えていく必要があると考える。

	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	・グループホームでの生活に関して尋ねると、支障なく生活出来ているとのこと。金銭管理は過度な使い過ぎはないが、お菓子の買い過ぎがあったことが、以前GH世話人や青明舎から情報提供が有った。
・食事はおかず等を一週間分母様が差し入れし、炊飯は自身で行っているとのこと。また、差し入れに食材とレシピがあり、それを基に調理することもあると話している。
・入居当初、光熱費が高額になることがあったが、以降、節電を心掛け、不必要な電気を使わないようにしたり、他入居者への声掛けもしている。

・必要なことや疑問に思ったことはその場で発言することも出来ており、トラブルに発展することもない。

・家族としては、将来的にはグループホームで生活しながら、B型の就労施設を利用出来ればと考えているようである。
	日常生活はある程度1人で出来るようになってきている。また、気になることや思ったことも発言でき、トラブルに発展することもない。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。

	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。
　病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	②生活において気になったことは自分から相談する。本人の発言に対し状況を確認し、気になったことに対処できるよう方法を考えていく。


